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まえがき

三妬コンサルタンツは,社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(Al)CA)の補助金を得

て､合同で平成17年12月3日から12月10日までの8日間に渡って､ベトナム社会主義共和

国(Socialist Republic of Viet Nam)､紅河デルタに位置するBac Ninb省､ Nan Di血省にお

いてポンプ更新計画の案件形成予備調査を行った｡

紅河デルタは低平地であることと排水対象河川である紅河の水位が高いため重力による排

水が難しく､ポンプによる機械排水に頼らざるを得ない状況となっている｡今回調査したBac

Nam Ha地区はハノイの南東約100knに位置しHa Nam省とNam Dinl1省の跨り面積約10万ha､

人口100万人の紅河デルタの典型的な輪中地区である｡またNam Di血省の省都である人口30

万人のNam Dinh ToⅦはこの輪中の中にある｡

本地区には生活の安全､農業生産の安定を目的に多数のポンプ場が建設されているが､そ

の内6箇所は旧ソ連邦の援助によるもので,大容量の ポンプ35台(32,000m3/h x 23

台,ll,000m3/h x 12台)が1962年から1970年までに設置された｡ソ連邦崩壊後スペアパーツ

が入手出来なくなりポンプ運転が危ぶまれた時もあったが､なんとかベトナム製で代用させる

ことで機能は維持されている｡しかし老朽化による効率の低下は避けて通ることは出来ず排水

能力は設置当初の75%カ＼ら80%程度に低下しており,結果として排水状況が悪化している｡

本計画はコミュニティ住民の防災及び環境改善の観点から､最適な排水計画を樹立するも

のであり､これは地域住民の安全保障に寄与する緊急かつ重要なプロジェクトである｡さらに､

主たるプロジェクトコンポーネントが旧ソビエト製の大規模ポンプのリハビリ及び増設であ

ることから,この分野で世界をリードしている日本の大規模ポンプ製作技術が活かせるプロジ

ェクトでもある｡本案件が日本政府により取り上げられ案件が早期に実現することを願うも
のである｡

平成17年12月

株式会社三祐コンサルタンツ
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BacNbmHa地区 用水系統周
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BacNamHa地区 排水系統国
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ベトナム国

紅河デルタにおけるポンプ更新計画
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1.桐生の背景

ベトナム戦争終結後､食糧確保を目的に多数の濯概施設が造成された｡中でも､紅河デル

タには濯概･排水を目的として¢300m-◎350m (800m3/hr-1000m3/hr)の規模のポンプ場が

数多く建設されている｡紅河デルタには貯水池が建設される所が地形条件から限られる為､河

川からポンプで放み上げること以外には港概用水を確保することが難しく､そのため他の国で

は少ない電動ポンプによる港概プロジェクトが数多く見られる｡さらに紅河デルタは低平地で

あることから雨期には毎年発生する排水問題を抱えており,港概･排水のためのポンプ施設が

欠かせない地域となっている｡しかし､大半のポンプ場が建設後3 0年以上経過しており老朽

化による能力低下のため所定の目的が達成されておらず､日常生活に多大な支障を来しており

早急なリハビリが必要とされている｡

このような状況の下､農業農村開発省はこうした状況に危機感を抱き､維持管理を担当し

ている地方政府の農業農村開発部に対して支援を行なっているが,実際は資金不足のため少し

ばかりの応急処置を繰り返しているのが現状である｡したがって本案件では､紅河デルタ全体

のポンプ場のインベントリーを作成し,必要容量､現況の能力､維持管理の実態等を明らかに

して改修計画を策定/実施することによって,紅河デルタにおける効率的なポンプ場の運転管

理を目指すことを目的とする｡

本計画では1997年から紅河デルタ内のバクニン省で実施されたタンチ無償資金協力事業

｢既設ポンプ場の改修と新規ポンプ場の増設｣を参考にする｡この事業効果を多方面から検証

し,紅河デルタにおける｢ポンプリハビリ指針｣を作成する方針である｡既設ポンプはポンプ

効率が非常に悪いので､本事業により効率がアップすれば30%-50%の電気消費量が節約出来る

と考えられ､工業化が加速し電力事情が逼迫しているベトナムにおいて実施する本事業の意義

は大きく､さらには火力発電の二酸化炭素排出を抑えることにも貢献することから事業効果は

大きいと期待される｡

2.施桝要および桐生括果

(1)地区の概要.

Bac Nam Ha港概事業地区は､紅河デルタ下流の左岸部に位置し,紅河､ダオ川､ダイ川

そしてチョ-ジャン川の4河川に囲まれている｡同事業地区はナムディン省とハナム省の両省

に跨り､ 6県1市1町からなり地区面積は100,261baである｡農用地面積は60,000haあり､

その内46,500haで二期作が行われ.残りは他の作物が植えられている.

地区の人口は約百万人で､住民の大半は農業に従事している｡しかし地区内には1960年以

前,濯概施設は皆無であった｡これまで毎年,春作(1月-6月)のみで､ 7月-12月は標高

1.5m以上の26,000ha-28,000haで耕作が行われていたが､収量は2.5-2.7tJha/cropと低い

状況にあった｡ 1960-1962年にポンプ場が計画され1962年から1972年までに施設建設は

ほぼ完了した｡この事業で6箇所の大規模ポンプ場が旧ソ連邦の無償資金協力で建設され､各

機場には一台あたり11,000-32,000m3nlOurの能力を持つ大型ポンプが複数台設置された.

尚､ポンプ上屋､ゲート等の水利構造物はベトナム国`Vletnam Hydraulic Investigation and

Design Instituteand Hydraulic Construction Compamies=の設計によるものであるo



建設されたポンプ場は今日まで33年-40年間に亘って,農用地面積46,500haを確保し5.0

-5.2tnla/cropの生産高を上げることに責献してきた｡

本地区の特徴は4河川に囲まれるという地形条件にあり､地区内の農業及び社会経済発展のた

めに必要な水は樋門を通じてこれらの河川から取水され､雨期においては地区内に降った雨は

地区内の大規模ポンプ場を通じて4河川に排水されるシステムとなっている｡このことから本

地区は動的(ダイナミック)濯概排水地区と呼ばれている｡

標高別面積

No. 標高E1仙 面積(ha) (%) 備考

1 0.5以下 3113.75 3.65

2 0.5-0.75 12857.75 15.07

3 0.75-1.00 22127.15 25.93

4 1.00-1.25 16506.87 19.35

5 1.25-1.50 8567.5 10.04

6 1.50-1.75 6046.78 7.09

7 1.75-2.00 4089.62 4.79

8 2.00-3.00 6384.12 7.48

9 3.00以上 2491.25 2.92

EE] 丘陵地 406.25 0.48

EE 湖沼 2734.86 3.2

(2)計画

1960年から1962年までポンプ場の詳細設計が行われ､当該動的港概排水地区における水利

構造物の代替案が検討された｡

G)計画

地区を6分割しぞれぞれの地区に大規模ポンプと補助用の中規模/小規模ポンプ場が計画さ

れた｡また洪水時のポンプ運転においては,各々の地区はゲート及びポンプにより補間し

合うように計画された｡

②配置計画

すべての大規模､中規模ポンプ場は排水対象河川に対して堤防の内側に計画された｡幹線

排水路は各圃場標高及び流域面積により幹線水路と支線水路に別けられた｡

一 大雨時の洪水に対しては過去の1975年以来の排水基準であるq=2.91/s瓜aが適用さ

れた.しかし､ 1996年から現在において､計画排水量はq=2.9us瓜aからq=4.1
- 4.5 1/s瓜aに引き上げられている｡

幹線濯概水路は一方では排水路として計画されている｡幹線港親水路は地区の高位部

に配置され,排水路は地区の低位部に配置されている｡地区内にある水路を用排水兼

用としてその能力をフルに活用した場合はq=o.81 1/shaである｡しかし､現在では

いくつかの地区においてq= 1.25 Ⅳs仙aが採用されている｡

2



(3)施設概要

水利構造物は設計排水量に応じて.ポンプ場､取水口,水位制御楕円､調盤施設から構成され

る｡

①主要ポンプ場の概要

No ポ)7.場名

建設

開始

(午)

建設

完了

(午)

ホ■げ台数

1台当

能力

(山肌印r)

合計

能力

(m3/but)

電動機 排水面積

(也)1台当

馬力

KWH

合計

馬力

Kwn

1 C∝Tbanh

Puqhgstadon

l962 1965 7(OI16-145) 32,000 224,CKX) 5DO 3,5(氾 24,817

2 CoDamPumphg

stabn

l962 l965 7(On6-l45) 32,000 224,000 50 3,5(氾 l8,672

3 VinhTHl

Purrpingsta血on

l966 1968 5(On6-l45) 3叩刀 160,∝氾 5CK) 2卿 l7,850

4 HuuBiPunq)ing

stabn

l966 1%8 4(OrI6-145) 32,000 128,(X氾 500 2,CKX) A,400

5 NhnThcnzn甲hg

stadon

1970 1972 6(On6S7) ll,(X沿 66,000 320 I,920 6,800

6 Nh皿tlThqg

Pumpingsta血J1

1970 1972 6(OI16-87) l1,OX) 66卿 320 1,920 6,850

7 SqgC血h

PLqhgstadon

1975 1977 34units 4,CKX) 136卿 75 乙550 3.40)

8 QuybPuztping

stahOt)

l992 l994 l2units 4,000 48,000 75 900 687

9 JGnhT7Ladh

Pumpi喝Stadon

l994 l996 l2tmits 4,000 4S卿 75 9CO 1,972

10 N血Ⅰ七旭

PurEPhgsta血n

2aX) 2002 4units 26,lCK) lひl,40 600 14伽 12340

田 Ⅵ血廿i2

Pug)ingstadon

20W 2CO2 3mits 30,000 90,00 650 1,950 NA

Tbta1 ∑-1,294.400m3^ ∑ze24,040KVn{



②電気機械設備

1)ポンプ機械は1960年代及び1970年代に調達された旧ソ連邦製のOP6-145とOP6-87

型ポンプである｡これらのポンプは操作性､維持管理､修理の容易さにおいて優れている｡

-

この他に韓国製4台､中国製3台がVinh Tri 2機場に設置されているo

- Q - 4,000 m3/hの能力を持つ中規模の縦軸斜流ポンプはベトナム製である｡ 34台が

1970年代に設置され､ 24台が1980年代に設置された｡

2)電圧

メイン電源は35KV高圧線網から0. 6/0. 4KVに降下させたものが使用されている.

(辛)本地区の大規模ポンプ場はBac Nan lュaIMC (Irrigation Management Company)によって運

営管理されている｡またこのメインシステムは本地区内に4つある省レベルのIMCの用排水施

設の調整を行っている｡

③ポンプ運転水位及び稼働時間

N○. 横堀名 排水両横
吸い込み水
位札(El.m)

吐出水位
W1_(El.m)

ポンプ運転時間(時間)

1996 1997 l998 ー999 20a) 2001 2002 2∝)3 2∝旭 2(X)5

1 CocThanhPurrping

station 248ー7 -1).6 +4.2 12.198 ll.166 5.503 ー0.362 9.174 12.412 8.198 ー0,563 8.234 ー0,060

2 C○DamPumpingstatjon

18672
--0ー4 十4.5 ll.136 9.924 7,ー73 9.032 8.522 10,106 7.648 9,528 6.8ー5 9,0ー4

3 ⅥnhTrilPunlPingstati○n

17850 -0.3 +4.2 6.749 6,465 2.122 4.313 4.582 7.779 3.464 4.464 2.565 4.157

4 HuuBiPumpingstation

帆 叱2 +4.7 6.8ー3 6.035 4.012 5.922 5.986 7.63ー 4.550 7.082 5.0了1 6.637

5 NhuTracPurTPingstatjo∩

68(X) +0.0 十5.1 14.923 ll.668 ー0.583 ー0.464 9.726 10.265 8,938 ー3.24ー ll,236 12.683

6 rhmTrangPur叩lng

station 6850 --0.2 +4.7 9.564 9.711 5.503 5.887 5T610 8.405 5,748 7.9一丁 5,238 8.153

7 SongChanhPunT)ing

station E【司 --0.4 +3.0 20,928 9.037 858 6.386 ー0.230 14,060 7,ー49 10.453 5.375 10.g22

8 QuyDoPumpingstati○n

687 +0.4 +4.1 566 9.287 1,902 5,207 7,932 9.912 7.277 6.924 5.408 8,g1ー

9 KnhTTⅦnhPumping

station 1972 +0.2 +ヰ.2 6.955 4.691 1.246 3.256 5.254 7,190 3.710 3.685 2.832 5.949

10 NhanトbaPumpingstation

ー2540 +0.0 +5.ー 902 528 I.08ー

E】 VLnhTri2PurTY)ingstatjm

--0.5 +4.5 957 B36 I,886

④年間維持管理費

No ポげ場名
年維持管理

(MillionVND)

1 CocThanhPumplngStatiOn 270

2 CoDamPumpingstation 226

3 VinhTrilPumpingstation 185

4



4 HuuBiPumpingstation 319

5 NbuTracPumpingstation 249

6 N血mTrangPurrpingstadon 262

7 SongChanhPumvingstation 245

8 QuyDoPurrpingstation 97

9 KinhTbanhPunvingstation 176

10 Nb皿HoaPumpingstation ll8

EE VinhTri2Pumpingstation 154

Total 230lmillionVND

3.施鮒画

本地区の施設改修計画は下記の手順で行なう｡

(1) 100,261baの全体的な排水計画の見直しと最適排水計画｡

(2)ブロック毎の排水基準の見直し｡

(3)既設ポンプの診断(更新の必要性の有無)

(4)増設容量の決定(新規機場の建設)

さらに洪水時に各機場のポンプを効率的に運転させるための排水機場の集中制御管理システ

ム,ポンプ故障時の機場バックアップシステムの導入を検討する｡

4.総合所見

地区内には1 9 6 2年から1 9 7 2年まで旧ソ連邦の援助により6箇所の大規模ポンプ場が

建設された｡本地区は周囲を4河川によって囲まれた低平地で排水対象河川の水位が地区内の

標高より高いため排水はポンプに頼らざるを得ない状況にある｡

地区内の人口は現在約百万人で地区内には人口30万人のナムディン市があり､排水ポンプは市

民生活に無くてはならないものとなっている｡これは地区内の標高の7割が1.5m以下で､主要ポ

ンプの運転時間が2-3ケ月/年というデータからも明らかである｡ 1 9 6 0年代には農地が排水対

象で,単位排水量はq=2.4 1/sAaで十分であったものが､最近は都市化が進んだことにより､居住

地の生活環境改善を目的とした排水が必要となってきたため,単位排水量はq=4.1 1/sAa-4.5 1/dla

が必要となっている｡

また一方で施設の老朽化によりポンプ能力が設置当初の75%-80%まで低下しているという現実

があり､ポンプ更新とともに増設による抜本的なポンプ改修計画が必要となっている｡各機場とも

年間150-200万円の維持管理費がかかっており､更新による維持管理費低減も本計画の重要なポ

イントである｡本地区の改修計画は既設ポンプの更新と不足分の増設が含まれ防災的観点から優

先度が高く早期改修が望まれている｡
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6.添付資料



6.添付資料

6.1 71室田A

団長 中野敏信

団員 下地富治

団員 富岡譲

6.2 ■壬日程

株式会社三砧コンサルタンツ

(調査期間: 2005年12月3日

株式会社三砧コンサルタンツ

(調査期間:2005年12月4日

株式会社三砧コンサルタンツ

(調査期間:2005年12月4日

海外技術部 参事

-12月10日､ 8日間)

海外事業本部長

-12月8日､ 5日間)

バンコク事務所 所長

-12月8日, 5日間)

月日 工程 備考

12/3日(土) 中野:東京⇒ハノイ(ハノイ泊) 中野ハノイ入り

4日(日)
下地:マニラ⇒ハノイ､富岡:′fンコク⇒ハノイ 下地ハノイ入り

∩/イ水利大学(ハノイ泊) 富岡ハノイ入り

5日(月) 中野､下地､富岡:MARD､大使館､JⅠCA専門家,JⅠCA表敬(ハノイ泊)

6日(火) 中野､下地､富岡:CPO,MARI)水資源局Ⅳinh次長)(ハノイ泊)

7日(水) 中野,下地,富岡:無償資金協力タンチ排水機場調査(ハノイ泊)

8日(木)

下地:ハノイ⇒名古屋 下地八/イ発

富岡ハノイ発

中野,富岡:BacNamⅠ1a現地調査(ハノイ泊)

富岡:ハノイ⇒ハーンコク

9日(金) MARI)国際協力局伽s.Loc)打合せ 中野ハノイ発

(深夜便10日(土) 中野:ハノイ⇒東京
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6.3 BI係官庁両棲者

A.日本人関係者

瀧川拓哉

渡辺雅夫

志野 尚司

高祖幸晴

山根伸司

藤崎隆志

小栗幸樹

書記官(日本大使館)

所員(JICAベトナム事務所)

JICA専門家(農業農村開発省)

JICA参加型水管理推進計画､

チーフアドバイザー

同上 港概排水専門家

同上 水管理/組織専門家

同上 業務調整/訓練計画専門家

B.ベトナム関係者

(1) Ministry of Agriculture and Rural Development (MARD)

Dr. Le Ⅵln Min上 Director General,

International Cooperation Department, MARD

Ms. Dao Thi Loc Senior ofBcer,

Intemational Cooperation Department, MA良D

Mr. Tran Si Vinh Deputy Director,

Department of Water Resources, MARD

Mr. Nguyen Trong Hoang Deputy Director,

Central ProjectOffice, MARD

Mr.Phung Van Luyen Deputy Director,

CentralProjectOffice, MARD

(2) Bac Nan Ha ProjectManagement Board

Mr Ngo Van Than

(3) Hanoi Water Resources University

Dr. Nguyen Can九 Thai

D irector

Lec turer
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6.4 現蛾写真



農業農村開発省水資源局Ninh次長)での聞き取り

Bac Nan Ha Project Management Boardでの現況ブリーフィング(Tban所長)



Coc Thank Pumping Station (1964 by Ru88ia)

(op61 145: 32,000m3nl(8.9m3/ら) I 5.8m x 600kw x 78et8)

交換された古いインベラ(現在使用されているのはベトナム製)
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Nham Trang Pumping Station (OP6187: 3. 1m3/s, 1975 by Russia)

ll,000 m3nlX 5.6 m x 320kw I 6sets

ll



Tan Chi Pumping Station (4m3/8 I 4 set x 400kw, 2000 by Japan)

◎1350mm
x縦軸斜流x 48etSI (エ八'ラ社製作)
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新Tan Chi機場そばにべトナム側で建築された維持管理事務所(八●ックニン省八●ックドンIMC)

Tan Chi Pumping Station 68 units(へ-けム製1975年建設1000m3Ih A 33kw)46台取替え(1998)
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